
臨床心理士 
 
   ～IBDチームの一員としての私の仕事～ 

臨床心理士 古村香里 

 日々の臨床業務ではカウンセリングを通じて患者さんやご家族に寄り添い、疾患

の心理的な受容や、病を抱えた患者さんが自分らしく生きていくお手伝いをしていま

す。人生のどの時点で慢性疾患を発症するかによって、その影響の大きさは異なりま

す。 
思春期、青年期に発症した場合、その後の人生の選択に大きく影響するでしょう。

「病気であることが唯一のアイデンティティ」ということにならないよう、頑張って

いる患者さんを応援していきたいと思っています。 
 

 現在の私の関心は、IBDの患者さんの人格にあります。IBDの患者さんに関わって 
いる方々は「性格的な共通点があると思う」と教えてくれますが、私にはそれが何な

のか、まだつかめません。その性格は、病前のリスクファクターなのか、疾患に対処

するために形成されたものなのか、IBDの経過に影響を及ぼすものなのか、など興味

が湧いてきます。 

  
 また、世界的なIBD研究の中でも、患者さん対象の心理療法については盛んである

とはいえません。しかし、人格傾向についての研究は増加しています（ただ、その研

究手法の脆弱性のために、はっきりした結果が出ていません）。日々の臨床活動に資

するべく幅広く勉強しながら、IBD治療に貢献していきたいと思います。 
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